
伯
東

　
伯
東
は
、
独
セ
ン
ト
ロ
サ
ー
ム
の
太
陽
電
池
製

造
ラ
イ
ン
を
出
展
す
る
。
結
晶
シ
リ
コ
ン
系
で
は

イ
ン
ゴ
ッ
ト

多
結
晶
の
結
合

か
ら
太
陽
電
池

モ
ジ
ュ
ー
ル
ま
で
を
一
貫
製
造
ラ
イ
ン
と
し
て
提

案
可
能
で
あ
り
、
変
換
効
率
な
ど
の
保
証
も
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
ラ
イ
ン
中
の
個
別
装
置
の
提
供
も

行
う
。

　
ま
た
、
代
理
店
契
約
を
結
ん
で
い
る
加
カ
ナ
デ

ィ
ア
ン
ソ
ー
ラ
ー
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
実
機
展

示
。
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
提
案
を
行
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
独
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
バ
キ
ュ
ー
ム
の

タ
ー
ボ
分
子
ポ
ン
プ
、
質
量
分
析
計
、
真
空
計
、

電
気
自
動
車
の
実
機
展
示
、
米
Ｊ
Ｐ
サ
ー
セ
ル
ア

ソ
シ
エ
イ
ツ
の
レ
ー
ザ
ー
ス
ク
ラ
イ
ビ
ン
グ
装

置
、
独
Ｆ
Ｈ
Ｒ
の
Ｃ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
太
陽
電
池
用
ロ
ー
ル

・
ツ
ー
・
ロ
ー
ル
装
置
、
仏
リ
ベ
ー
ル
の
Ｃ
Ｉ
Ｇ

Ｓ
太
陽
電
池
用
蒸
着
セ
ル
を
出
品
す
る
。

三
社
電
機
製
作
所

　
電
力
用
半
導
体
と
電
源
機
器
の
総
合
メ
ー
カ
ー

三
社
電
機
製
作
所
は
低
炭
素
社
会
に
貢
献
す
べ
く

環
境
関
連
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
進
出
し
て
い

る
。
各
種
電
源
機
器
開
発
で
培
っ
た
技
術
で
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
用
イ
ン
バ
ー
タ
ー
を
開
発
し
て

い
る
。

　
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
学
校
・
公
共
施
設
対
応
の

か
ら
欧
州
安
全
規
格
「
Ｔ
Ｕ
Ｖ
マ
ー
ク
認

証
」
を
取
得
済
み
の
大
容
量
・
高
効
率
型
の
２
５

０

、
５
０
０

お
よ
び
屋
外
型
５
０
０

Ｕ
Ｌ
規
格
準
拠

を
そ
ろ
え
、
国
内
外
へ
の

出
荷
も
既
に
開
始
し
て
い
る
。

　
ブ
ー
ス
で
は
系
統
連
系
に
重
要
な
高
品
質
電
力

変
換
・
長
期
安
定
性
を
特
徴
と
す
る
イ
ン
バ
ー
タ

ー
を
出
展
。
ま
た
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
発
電
状
況

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
監
視
可
能
な
「
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ト
接
続
箱
」
な
ど
も
展
示
す
る
。

Ａ
Ｂ
Ｂ

　
Ａ
Ｂ
Ｂ
低
電
圧
機
器
事
業
部
は
、
こ
の
た
び
世

界
で
初
め
て
最
大
直
流
電
圧
１
０
０
０

、
電
流

２
０
０
０

を
開
閉
で
き
る
新
製
品
「
ブ
ロ
ッ
ク

コ
ン
タ
ク
タ
Ｇ
Ａ
Ｆ
シ
リ
ー
ズ
」
を
発
売
。
こ
れ

に
よ
り
、
同
社
の
低
電
圧
機
器
製
品
群
が
さ
ら
に

充
実
し
、
用
途
に
応
じ
た
よ
り
最
適
な
機
器
の
提

供
が
可
能
と
な
る
。
地
球
規
模
で
環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み
が
加
速
す
る
中
、
よ
り
効
率
的
に
電
気

を
運
ぶ
需
要
が
高
ま
る
こ
と
で
直
流
高
電
圧
化
の

要
求
も
日
々
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。
太
陽
光
発

電
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
急
速
充
電
市
場
な
ど
で
も
こ

の
要
求
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　
同
社
は
１
世
紀
以
上
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
経

験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
糧
に
、
安
全
か
つ
効
率
的
に
こ

れ
ら
を
遮
断
、保
護
、制
御
で
き
る
最
先
端
の
世
界

標
準
低
電
圧
機
器
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を

集
電
箱

「
接
続
箱

に

シ
ス
テ
ム
ア
ッ
プ
し
て
の
提
供
も
可
能
で
あ
る
。

新
日
鉄
化
学

　
新
日
鉄
化
学
は
、
透
明
導
電
膜
Ｔ
Ｃ
Ｏ
を
用

い
な
い
独
自
構
造
の
Ｔ
Ｃ
Ｏ
―
ｌ
ｅ
ｓ
ｓ
色
素
増

感
太
陽
電
池
の
開
発
を
推
進
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｃ
Ｏ

―
ｌ
ｅ
ｓ
ｓ
構
造
に
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
耐

熱
温
度
の
問
題
か
ら
困
難
と
さ
れ
て
き
た
樹
脂
基

板
を
用
い
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
薄
型
、
軽

量
で
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
と
い
っ
た
色
素
増
感
太
陽
電

池
の
特
徴
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
今
回
の
Ｐ
Ｖ
　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
で
は
、
新
開
発
の
カ

ラ
フ
ル
色
素
を
用
い
た
絵
画
様
の
太
陽
電
池
を
は

じ
め
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
太
陽
電
池
と
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
二
次
電
池

Ｌ
Ｉ
Ｂ

が
表
裏
一
体
型
と
な

っ
た
ポ
ス
タ
ー
様
の
太
陽
電
池
や
、
太
陽
電
池
を

Ｌ
Ｉ
Ｂ
、
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
・
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス

Ｅ
Ｌ

と
組
み
合
わ
せ
た
「
未
来
の
家
」
コ
ン

セ
プ
ト
を
展
示
す
る
。
用
途
開
拓
や
利
用
ア
イ
テ

ム
に
つ
い
て
の
相
談
を
通
じ
て
、
実
用
化
を
目
指

し
て
い
く
。

相
馬
光
学

　
相
馬
光
学
は
自
然
太
陽
光
や
疑
似
太
陽
光
発
生

装
置

ソ
ー
ラ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

の
性
能
評

価
を
行
う
高
速
分
光
放
射
計
「
ひ
だ
ま
り
Ｐ
ｒ
ｏ

ｍ
ｐ
ｔ
」
を
開
発
し
た
。
最
短
１

秒
ご
と
の
分

光
放
射
照
度
を
測
定
す
る
。

　
同
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
主
流
が
、
太
陽
電
池
の

温
度
上
昇
が
少
な
く
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
広
域
の

モ
ジ
ュ
ー
ル
検
査
を
行
え
る
パ
ル
ス
式
に
変
化
す

る
こ
と
に
対
応
。
太
陽
電
池
セ
ル
が
発
電
す
る
３

０
０

―
２
２
０
０

ナ
ノ
は

億
分
の

１

の
広
い
波
長
域
で
照
度
を
測
定
。
ス
ペ
ク
ト

ル
の
合
致
度
が
日
本
工
業
規
格

Ｊ
Ｉ
Ｓ

や
化

合
物
系
の
太
陽
電
池
に
も
対
応
す
る
。
ソ
ー
ラ
ー

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
や
太
陽
電
池
メ
ー
カ

ー
な
ど
に
需
要
を
開
拓
す
る
。

　
ま
た
、
展
示
会
で
は
色
素
増
感
・
有
機
薄
膜
太

陽
電
池
評
価
用
の
分
光
感
度
測
定
装
置
「
ひ
の
で

ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
」
を
併
せ
て
発
表
す
る
。

有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

サ
ン
コ
ー
テ
ク
ノ

　
サ
ン
コ
ー
テ
ク
ノ
は
従
来
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基

礎
に
代
わ
る
新
基
礎
ア
ン
カ
ー
シ
ス
テ
ム
と
し
て

陸
屋
根
向
け
「
ダ
イ
レ
ク
ト
ス
ラ
ブ
工
法
」
、
野

だ
て
ソ
ー
ラ
ー
発
電
向
け
「
ダ
イ
レ
ク
ト
ア
ー
ス

工
法
」
、
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
工
法
に
最
適
の

「
ソ
ー
ラ
ー
架
台
シ
ス
テ
ム
」
を
出
展
す
る
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
工
事
を
不
要
に
す
る
こ
と
で
、

工
程
・
工
期
を
短
縮
で
き
る
ほ
か
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
２

を
削
減
す
る
こ
と
で
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
。

　
新
工
法
の
「
ダ
イ
レ
ク
ト
ア
ー
ス
工
法
」
は
、

グ
ラ
ン
ド
ス
ク
リ
ュ
ー

仕
入
れ
元

三
英

を

用
い
て
地
面
に
直
接
ね
じ
込
む
だ
け
の
簡
単
施

工
。
従
来
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
と
比
べ
掘
削
・

残
土
処
理
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
養
生
・
型
枠
の
廃
材

処
理
が
不
要
で
工
程
・
工
期
を
大
幅
に
短
縮
で
き

る
。
独
自
開
発
の
強
度
確
認
試
験
器
に
よ
る
現
地

調
査
か
ら
、
目
安
数
量
の
算
出
、
施
工
ま
で
を
一

括
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ３月２日 水曜日 　　


